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広中平祐氏講演やピアノ演奏会
泉丘高校創立50周年記念行事盛り上がる

）

平成10年8月、在校生と同窓会が一体となって

泉丘高校の創立50周年記念祭の幕が開き、30日、

かって一中運動場のあった金沢市下本多町の市観

光会館に在校生、父兄、同窓生ら約1，700名が集

い、記念講演会と演奏会が盛大に行なわれた。

開会式で中山修校長は、昭和23年創立から現在

に至る学校の歴史を紹介し「さらなる発展の出発

点としたい」と挨拶。川北篤一泉同窓会長、谷川

恵一生徒会長の挨拶に続き、記念演奏会では、鶴

見彩さん（泉44期東京芸大院生）がピアノでアル

ベニスの「イベ祖リア第2巻ツリアーナ」の二曲の

ソナタを演奏した。

講演会では、フィールド賞受賞の数学者で山口

大学学長・広中平祐氏が「学問と出会い」と題し

て、これまで知りあった多くの人との思い出や、

研究生活の体験談を披露。前人未踏の科学の分野

を切り拓く若者への期待を語り、「過去の常識に

とらわれず、自分が正しいと思ったことに頑張っ

てほしい」と結んだ。

午後の恒例「一泉行列」は、生徒493名、川北

同窓会会長をはじめOB・教職員60名と、予想を

はるかに上回る参加者でにぎわい、広坂、杏林坊、

犀川大橋、野町を通り、有松と練り歩いて、－泉

の意気を示した。

翌9月1日は学校の創立記念祭で音楽部OB50

名が校歌や佐藤真氏作曲の百周年記念歌など3曲

を合唱し、＼母校の50周年を祝った。

≪泉丘高校創立50周年記念
桜美会大和・校内展≫

一中泉丘同窓生の「桜美会」と在校生・教職員

が相互乗り入れした大和展、校内展ともに盛況で

あった。校内展は、学校展示場で創立記念祭の日

程にあわせ8月31日～9月1日、2階大会議室で

開催された。旧現学校職貞4点、OB37点、在校

生2点の出品で、小規模ながら、油、パステル、

日本画、水墨、書、俳句、組帯紐、染額、写真、抹茶碗

と高度に文化の香り高い展覧会となった。

、普段は、図書館閲覧室内の棚に収納されている

『－泉文庫』も、同じ会場で展示の機会を得て広

く認識してもらえた。－泉OBたちの明治以来多

方面にわたる幅広い活躍を知る格好の展示となっ

た。

ここにも未来につないでいくべき大切な伝統が

示されていよう。この文庫充実のため、一層の同

窓諸氏のご協力をお願いする。図書館に寄贈され

た検索用のパソコンとともに、後輩生徒諸君の一

層の知的刺激材料になれば幸甚である。

（事務局正村）



（2）「一泉」第27号

通信制課程
創立50周年記念式典
金沢泉丘高等学校通信制課程の創立50周年を記

念する式典ならびに諸行事が10月10日、盛大に行

われました。

午前の記念植樹式と記念碑の除幕式は、降り注

ぐ日差しの下、谷本石川県知事、歴代校長をはじ

め多数の来賓と母校を懐かしんで馳せ参じた同窓

生ら大勢の参列者を得て、和やかにかつ厳かに執

り行われました。同窓生で日展書家・坂口敏氏（通

信9期）の揮豪になる記念碑「心身一如」の序幕

とともに、やはり同窓生の企画で放たれた50羽の

純白バトが羽音も高く舞い上がり、セレモニーは

最高潮に達しました。

午後の式典は、物故者追悼の黙蒔、創立50周年

記念式、実行委員会から学校への目・録贈呈などが

行なわれました。引き続いての記念講演は『人づ

きあい』の演題で、講師は本校6期卒の苗代明彦

さん。自己の体験を踏まえた含蓄に富む内容こ　聞

達で楽しい語りに一同引き込まれるように聴き入

りました。

夕刻からの記念祝賀パーティは金沢都ホテル鳳

風の間で。220名余の出席者があり、これも盛大か

つ和やかな交歓の場が繰り広げられました。
／「

なお、記念植樹はアカモクレンで、40周年のと

きのシロモクレンと対になりました。

金箔・金粉の総合メーカー

●率●黒今井金箔
代表取締役今　井　圭　一（泉丘11期）

〒920－0968　金沢市幸町7番3号

TEL（076）221－1990㈹

FAX（676）223－1659

＋ショールーム　TEL　（076）223－瑠989

金箔工芸品・犀風・仏壇

泉丘高校創立50周年を祝い盛大に

－平成10年度一泉同窓会総会－

泉丘高校創立50周年記念「一泉同窓会」の総会

ならびに懇親会は、平成10年10月15日、金沢全日空

ホテルで500人余を集めて盛大に開催された。

総会に先立ち、午後3時からの物故者慰霊祭はあ

いにくの風雨のため、厳霜碑の前の予定を変更し、

校舎玄関口で執り行い、同窓全役月、会眉有志、学

校教職員らが参列して物故者のご冥福を祈った。

午後6時からの総会は、川北会長あいさつ、中

山校長の近況報告、正村事務局長の会計報告と続

き、泉丘50周年の節目を振り返り、母校の今後一

層の発展を期して終了。

続く懇親会は出席最長老の一中40期の粟野利男

氏の乾杯音頭で始まった。－泉OB合唱団による

一中・泉の校歌、応援歌の斉唱で宴もたけなわと

なり、アトラクションは塩村宰（修・泉22期）コ

ングクトのジャズオーケストラPJAの演奏。「ま

ろやかで力強いサウンド」が会場を包んだ。恒例

の全員肩を組んでの校歌大合唱を最後に、乙村副

会長が閉会のあいさつ。来年の再会を約して散会

となった。

幹事期の17期、18期、26期、36期の皆様、ご苦

労様でした。

1999年度は10月15日（金）、「ホテル日航金沢」で

開催の予定。幹事期は、18期、19期、27期、37期の方々。

毎日のおつき合いを大切に

株式会社白整舎
代表取締役村　本　喜　之（泉丘11期）

（旧姓南野信行）

本社／金沢市高畠3丁目91番地

TEL（076）291－1650㈹

FAX（076）291－1695
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ノおめでとうノ第5回「一幕鴬」

受賞は次の皆さん
一中の「文武両道」と、泉丘の「心身一如」の

校是に添い、一泉創立100周年の翌年、1994年度

に一泉基金事業の一つとして発足したJ「－泉質」。

同賞は在学の3年間を通じて学習と課外活動を両

立させた生徒を対象に選考を行い、各人の活躍を

称えて贈られる。今年度は全日制33名、通信制2

名が受賞、表彰式は1999年3月6日の卒業証書授

与式に先立ち行われ、川北篤会長からそれぞれ賞

状と記念品が手渡された。

〔陸上部〕加藤麻衣、渡辺洋一郎、上原千恵、

候良敬、〔テニス部〕本田晃久、鶴山雄一、

）　大輔、〔テニス部・囲碁将棋部〕矢野正明、

山
〔

北
本
サ

ッカー部〕神田康、〔登山部〕浅野郁子、塩津聡、

〔登山部・ESS部・生徒会〕松井沙彩、〔バト

ミントン部・生徒会〕村上陽一、〔男子バスケッ

トボール部〕北村卓也、〔卓球部〕菊川哲英、〔ハ

ンドボール部〕安田恭枝、〔野球部〕加藤哲朗、

〔女子バスケット部〕田村玲子、〔放送部〕森田

舞、広島愛、水野明日香、〔囲碁将棋部〕絹川泰

規、〔かるた部〕山本香織、〔書道部〕黒川亜矢

香、北島麻美、〔新聞部〕板井尚憲、〔演劇部〕

延命聡子、〔合唱部〕畑康博、〔JRC部〕吉岡

由美、〔鉄道研究同好会〕上浦優人、〔生徒会〕

道下学、作内良平、安田絵美、〔通信制〕西川行

則、浜上敦子　　　　　　　　　　　　以上35名

DTP・CD－ROM・電子出版・WEBコンテンツ・印刷・出版・製本

株式会社山亀
代表取締役社長　山　越　昭　一雄（泉鱒1期）

専務　取締　山　越　秀　樹（泉丘17期）

本　社　〒920－8665　金沢市兼六元町3－78　　TEL O76－222－1144㈹

東京支社〒153－0053東京都目黒区五本木1【3－壬9TEL O3－37肛2＼111㈹

金沢工場　〒920－㈹01金沢市千木町ル70－1　　TEL O76－257－9111㈹

ー泉同窓会基金
資産および事業内容
平成10年度中間報告

平成11年3月31日現在（単位千円）

基本 財産

4 0 ， 0 0 0百周年記 念特 別基金

公 益信託教 育振興基金 5 0 ， 0 0 0

運用財 産 1 ∴ ′4 5 7

寄付 金 ・同窓会 支援金 3　4 0

扶
持 運用 収益 6 0 3

曇 合　　 計 9 2 ， 4 0 0

：免
半量藍
事務 費 （信託 報酬 ・公告） 5　3　7

虫；

魚；
一泉 質 （表彰 生徒 数35名 ） 3　5 0

轟
義雄
＼

クラブ活動助成 2　0　0

理数科 課題研究 助成 2 0　0

究： 1m国際交 流活動助成事 業 1 0 0

図書館 用書籍購入 費用 1 2 0

遠征用送迎バス買春積立資金 3　0　0

通信制自治活動用ワープロ購入 1 0 0

罠藩㌍ 小　　 計 1 ， 9 0 7

黒
来年度繰越 運用財産 4 9 3

平成10年度の運用収益は上の表のとおり現行の金

利水準では60万円前後しかなく、運用収益による

だけでは賄い切れません。

寄付をお待ちしております。一泉同窓会事務局

に申し付けて下されば、払い込み振替用紙をお送

り致します。

平成 10年 度一泉基金寄 付

土肥孝 治 （一 中58期生 ・一年 で転出） 100，0 0 0円

株式会社　車多酒造

代表取締役車　多　専　郎（泉去11期）

〒9写4－0823　石川県松任市坊丸町60番地1
TEL（076）275－1165㈹

創業文政六年
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ー泉バレーボール同窓会

一泉丘創立50周年記念事業－

回国
を線のサヶ
27せJ軋Iてアダヮク．グ

ー泉バレーボール部史＿

∴
－

会津絹糾いぎー鳩総帥隋払

（1）一泉バレー

ボール部史

『白球の歩み二

21世紀にアタッ

ク』の発刊

1931年の秋、金

沢一中に排球部が

創部されて以来、

途中学制切替で泉

丘高バレーーボール

部となって、1998年までの67年間の全歴史が162

ページに書き込まれている。まさに「一泉」の言

葉のとおり、一中の先輩の方々と泉丘勢との見事

な合作である。日頃の老若男女OBの和気諸々の

仲のよさがうかがえる編集である。

どのページを繰っても、各時代、指導監督にあ

たられた先生方の言葉、豊富な写真や記録、各期

代表の想い出の文章等、日夜練習に励み、試合で

たたかった人々の熱い思いが込められている。

特に昭和20年代には、一中勢もその後を受けた

泉丘勢も、石川県下においては四井監督の指導の

下無敵であった。県外においても高名をとどろか

せた輝かしい歴史がうかがえる。部外者ながら排

球・バレボール部め強さを誇っていた当時の在学

生たちにとっては、感無量の記事である。

（2）9月26日の諸行事

・記念品贈呈　　泉丘高校バレーボール部、現役

選手諸君に男女ユニフォーム及びボール1ダース

を贈った。

・記念招待試合　　泉丘高校と桜丘高校、宝達高

校との交歓試合をOB応援のもとに行った。

・交歓試合　　OBと現役との交歓試合、一中泉

丘OB間の9人制とソフトバレーの交歓試合を行

った。

・法要　　宮太郎（－中51期）会長以下有志がバ

レーボール部に多年にわたって尽力された故四井

謙次（一中22期）先生の野田山のお墓に参り、法

要を行った。故市野静夫、手下利周（泉丘5期）

両先生の御宅へ記念史『白球の歩み』を届け、50

周年行事を仏前に報告した。

・50周年記念パーティ　　金沢ニューグランドホ

テルで学校長、歴代監督を招待し、OBlO2名の出

席を得て盛大に挙行した。

第26回桜美会展

第26回桜美会展は大和8階ホールで、一泉桜美

会・－泉同窓会共催で8月27日～9月1日に開か

れた。105点にのぼる出品の中には、亡くなられ

た黒田桜の園（一中29期）、竹沢基（一年40期）石

田直行（一中49期）の3氏から、現役の泉丘高校

生の書、絵12点に至るまで老若を問わず広い層に

わたっていた。

特に、泉丘35期の7人が現役の頃写生した水彩

4ッ切り7点の「旧校舎懐古」は入場者の昌を引

し？た。ノ　　　　　　　≠

音楽部OB会

言己念祭ステージ

音東部OB会50名は、夏休み中練習を重ね、学

校講堂行事に特別参加し＼、上山優（泉34期）氏の

コングクトで「校歌」、佐藤莫（東京芸大教授）氏

作曲の百周年記念歌「明日のⅠ」、同じく組曲「旅」

の3曲でステージを盛り上げた。

＼J

ヽJ
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一泉剣友会

一創立50周年記念総会ならびに懇親会－

）

）

平成10年慶一泉剣友会総会は9月23日午後1時

より泉丘高校の2階会議室で開かれた。

50周年記念ということで、午前中は、長年石川

県高校界で剣道の拇導を行って来られた田畑武正

先生の講演と、泉丘と桜丘高校との生徒の練習試

合が行われた。さ、らに泉丘高校剣道部への助成と

してけいこ用の「直進台」3台、試合用剣道着年

3着5年分計100万円、県外遠征補助費用など年

間20万円5年分が寄贈された。－泉剣友会は後輩

たちのため、毎年多額の寄付を続けて来ている。

夜は金沢スカイホテルで懇親会が行われた。出

席の最長老は－中47期の元東北大医学部教授若松

英書先輩であった。昭和13・4年頃、団会議農の

坂本三十次氏らと鳴らした人である。

一人一人のテーブルスピーチでは、旧校舎の床

バネの利いた道場のこと、その道場が終戟後図書

館閲覧室になったこと、昭和29年にようやく　∫し
ない競技」として復活した後でもそれを使えず、

体育館の隅で稽古したときのことなど、話に花が

咲いた。　　　も

総合青果食品卸（業務用）・小売

フルーツ洋菓子・クッキーの製造販売

株式会社　堀　他

代表取締役須　田　紀久治（泉丘11期）
本社　〒920－0025　金沢市駅西本町2丁目3－1

TEL　076－⊥221－0308

FAX O76－221－や130

近江町店　片町店　番林坊大和店

関西一泉総会

平成10年6月6日（土）14時より

大阪市中央区IMPビル、パノラマビアレストラン

関西地区の－泉同窓127名が出席して開かれた。

柚木関西一泉同窓会長の挨拶、清水教頭の学校現

況報告、浅香副会長の50周年協力応援の件、金沢

よ／りお迎えした恩師新田泰久先生の懐旧談等があ

り、懇親会に入った。　　　　　　′

宴後半に入り、宮崎欽輔先輩（－中54期）のフ

ランスW杯サッオー大会にちなんでのシャンソ

ン『モン・パリ』、長岡寛厚先輩（－中43期）の『金

沢を偲ぶ歌』の披露を皮切りLに、応援歌の南征の

調べ、－中校歌、泉丘校歌と盛り上がり工万歳を

三嶋、17時に無事終了、し、三々五々散会した。
｛例年に比べ大学生を含む若い層と、53期以上の

先輩の数が少な中った。深まる不景気の故紙元
気を出そうと気合いが入っていた。

関東一泉総会

平成10年11月6日（金、）午後6：30より

千代田区サンケイ会館

関東在住者240人の大集合で賑やかに開催され

た。うち一中の先輩のご出席は27人で、皆さんお

元気な姿を見せて下さった。幹事期は泉丘19期で

不況の中鋭意人集めをしてくれたらしい。折しも

読売新聞に関東」泉同窓会会長河毛二郎氏（一中

，99日本プロゴルフ選手権大会　開催コース

訊レフクラブツインフナルス

ツインフイづレス株式会社
代表取締役吉　村　外茂勝（泉丘11期）

本社　〒921－8161石川県金沢市有松2丁目3番20号

TEL／（076）245－4428r FAX（076）243－0677

コース　〒923－′6062　石川県小松市里川町1番地

TEL（0761）47一軍00
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43期、王子製紙元会長・現相談役）の「わたしの

道」が連載中で、金沢一中時代の水泳部の活動や

本多町プール建設勤労奉仕の話なども語られてお

り、話題となっていた。

河毛会長、一泉同窓会乙村副会長（一中55期）、中

山学校長（泉10期）の挨拶に続いて予・決算報告

があって、懇親会に入った。乾杯は出席老中最若

年の北野朝子（泉43期）さんの音頭、「宴途中加賀

山昭・保科有理氏の「金沢の歌」があっ／た。

関東在住OBは6000人近くになり、総会通知等

の通信費の負担が重くなっている。会員の通信費

応援のご協力が欲しいところだ。

栓任一泉同窓会総会

平成10年度松任一泉同窓会給金ならびに懇親会

は、9月27日17：、30より松任グランドホテルで開
催された。松任総会は、＼毎回バラエティに富む講

演や落琴がある。今年は松田章一氏の講演「暁鳥

敏に学ぶ」であった。暁鳥敏は明治から昭和にか

けでの松任出身の浄土真宗の優れた宗教人で、敏

の教育論・往生諭・人間論と話が深まり、参加者

は熱心に傾聴していた。

今年は、新市庁舎へ移転

の前日という多忙な時期に

開催されたせいか、例年に

なく参加者が少なく100人を

割った。ただ、他の地域の

総会に比べて、泉丘卒業の

若い層の出席が多いのはう

れしいことである。

二人の人間国宝

重要無形文化財保持者（人

間国宝）で、現代刀工の最高

峰といわれていた隅谷正峯

（一中45期）氏が平成16年12

月12日になくなられた。

氏は松任市辰巳町の自宅内

の鍛錬所「傘笠亭」で、古刀め鍛錬法や小規模タ

タラによる自家製鋼法の研究／に多年精力を打ち込

んでこられ、特に江戸期の文化文政時代を境にし

て忘れ去られた鎌倉古刀の「和銑（わずく）」とい

う製作材料を再発見し、その鍛錬技術を復活した

人である。まだ「隅谷丁字（ちょうじ）」と呼ばれ

る刃紋は花びらが重なり広がるような美しきがあ

り、素人目にも感動を呼ぶ。1991年の自信作「元

（はじめ）」はプロの鑑定家の多くが南北朝時代の

作かと見間違えたほどであるという。

1990年日本経済新聞に連載された「私の履歴

書」によると、金沢一中生時代は勉強よりも山登

りに熱中したという。日本刀に心ひかれ始めたの

もこの時代である。ここで普通に勉強をし上級学

校へ進学していたら、今のような生き甲斐のある

日は送れなかったと述懐している。一中卒業後、

立命館の理工学部を経て「立命館日本刀鍛錬所」

に入所した。戟後、1953年までの作刀禁止期間、

鎌倉古刀への暗中模索の時代を経て、氏の技法は

大きく花開いた。

金沢一中はもう一人重要無形文化財保持者を出

している。平成7年7月8日に亡くなった西出大

三（－中39期）氏である。氏はこれも途絶えてい

た伝統工芸の「裁金（きりかね）」という技法を復

活した人である。裁金とは薄い金箔や銀箔を長方

形や三角形に切り、貼りつけて紋様とする方法

で、近世以降は衰過してしまった。氏は東京美術

学校（東京芸大）在学中から「裁金」の技法の復

活を生涯の目標とした。戦後、神奈川県の称名寺

の本尊胎内から竹でできた「裁金」用の道具が発

見され、氏による技法復活の端緒となった。

西出氏と隅谷氏との出会いは、片町旧大和での

サ泉「桜美会」の巌示準備のときであった。隅谷

氏はお弟子とともに現われ、予定されたケースに

作刀を並べ、日本刀が好きだった西出氏が隅谷氏

にあいさつされた。

西出氏の文章の中に「隅谷さんは金沢一中で私

の後輩である。－中は当時エリートの学校で、今

でいう進学校でもある。私

は英数に馴染めなくて、木

彫と昆虫採集をやってい

た。隅谷さんもやはり異端

の道を歩いたことに対して

共鳴し、大変愉快である。

異端こそ真実の巡礼者であ

る。隅谷さんが更に玄妙な

る世界を求められんことを

願っております。」とある。

＼J
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の集い
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【－中39期七桜会（昭和7年卒業）全国大会】

平成10年5月13日一中39回卒の七桜会の大会

を開催した。当日は前日の雨も上がり良い天気と

なり旧一中跡の観光会館に集まる。久し振りにオ

ーストリアのウィーンから帰省中の瓜生君初め関

東関西地元の17名が顔を揃える。

毎回元気に大会に出席した学友数名（幸村・福

田・張江・南・瀬野・増実君）が今は亡く年々出

席者が減少し淋しい感じがする。今や男子平均寿

命77才を7～8オこえる年令となりこのような大

会は今後再開することも困難と思考される。今回

は40名中17名出席し桜章時代を偲び楽しい一夜を

語り今後の余生に活を入れたいと思う念で一杯で

ある。

旅館迎えのバスで一路粟津温泉法師旅館に到着

「歓迎金沢一中七桜会」の看板に迎えられ抹茶一

服を頂き各部屋に案内される。先々の健康状態や

過ぎし日の想い出を語り合っている中に18時とな

り記念写真を撮り懇親会に入る。

冒頭に亡き学友128名の冥福を祈り黙癌を捧げ

ありし日の若き面影を偲ぶ。懇親会はアルコール

もまだまだいける。楽しい中に一応終り各室に帰

るも時の過ぎるも忘れ語り合う中に夜も更けて眠

経営・税務・労務のご相談は

橋場税理士事務所

空合保護労務圭橋　場　覚（泉丘11期）

〒920－0067　金沢市二宮町イ42「5

TE L（076）264－1225㈹

FAX（076）264－1227

りに就く。翌朝別れの朝食にも一杯飲んで「西暦

2000年に亦会おう」と互いに励ましあいバスで金

沢駅前へと進む。おたがいの鹿康を願いながら

三々五々解散家路につく。学友一同の健康と多幸

を切望する。

出席者（関東）瓜生、越村、高松、山本（九州）

高村義（地元）岩脇、塩田、高村伊、長沼、西田、

三須、村田尚、室賀、吉岡、吉田、山瀬

（山瀬記）

【－中41期（昭和9年卒業）同期生会】

“オーィ、来たゾオ”

片山津の会場で待っていると、関東から、関西

から、中京から、そして地元から元気な奴が三々

五々集まってくる。

毎年必ず10月15日（創立記念日）に片山津「せ

きや」やゾオと決めてから5年経つ。初めの頃は

15名ほどの参加者だったが平成10年は10名足ら

ず。

みんな大分イカレてきた。入れ歯が飛んでゆく

から応援歌は止めとけや！高歌放吟は御法度。健

康に気づかっていつも看護婦さんを用意してあ

る。（笑い）片山津在住の近藤未亡人（同期生近

藤益秀医師）が小唄の先生をしておられ、お弟子

さんを連れてきて、シットリ小唄と踊りを披露さ

れる。車座になって昔話に花が咲き、晩節はまだ

まだ賑やか。　　　　　　　（幹事　南　秀男）

医療法人　雄久会

会長奥　村　雄　外（泉丘11期）

奥村外科胃腸科
〒918－8105　福井市木田1丁目3415　TEL．（0776）33－1500

老人保険施設

ひかりケアホーム
＼在宅介護支援センター
福井市木田1丁目3413　TEL．（0776）33－1600
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【－中42期（昭和10年卒業）十桜会総会】
平成10年10月12～3日
湯河原温泉「大滝ホテル」

毎年恒例の十桜会も今年は第27回目の総会であ
る。昨年の傘寿祝賀の会を経て八十路を歩き始め
た吾々「よくもここまできたものだ」と思う反面
残念ながら、物故者100名と三桁数の友人を失っ
た。さる3月には永年会長を勤められた梶川兄と
お別れすることになり、本年は今後の運営をどう
するかを相談する総会になった。出席を予定され
た藤田先生が直前に検査入院されて不参加となり
総員32名となった。
開会に先立って昨年以来亡くなられた塚野善蔵
先生および会員、元締、中谷外作、鹿川欣一郎、
諸兄のご冥福を祈り黙藤を捧げた。
主催地区を代表して古沢幹事が挨拶し、「八十
路を共に支えあって生きよう」と呼びかけ、「今
後の運営」については会長を廃し、北陸・関東両
地区の代表幹事の協議によって運営することが決
まった。
あと懇親会に移り夜の更けるまで話に花が咲い
た。
翌日は朝食後来年の総会は粟津温泉で開催する
ことに、月日、場所などの決定は北陸幹事に一任
して散会した。

出席者「北陸地区」浅本行雄、柿木義夫夫妻、葛
西満、駒居三郎、坂本六郎、高畠有事、東勉、舟
田一雄夫妻、細木忠清、諸江敏夫夫妻、井口千里
さん、「中部関西地区」沖野永保、酒井正、「関
東地区」石田勝雄、上島外二、久保木信夫、久保
田全便、鴻野五八夫妻、坂部重之、清水昇三、中

谷郁夫、西村忠恭、古沢英雄、山内亮、山本欽「、
米山兵吾、吉田道子さん、安宅夫人、

【一中45期（昭和13年卒業）桜誓会総会】
「卒業60周年記念」

昭和13年金沢一中を卒業、平成10年で卒業60周
年を迎えた。総会を兼ね「卒業60周年のつどい」
を恩師藤田誠一先生ご夫妻をお招きして山代予見泉
白銀屋で開催した。

H
印刷・出版・画像処理・マルチメディア開発

たま警護橋本確文堂

代表取締役社長　橋本勝郎（泉丘12期）

営業本部　〒921－8025　石川県金沢市増泉4－10－10

TEL：（076）242－6121FAX：（076）243－7945

東京支店　〒135－0016　東京都江東区東陽3－10－5

TEL：（03）5690－5511FAX：（03）5632－7988

URL－http：／／www．mba．co．jp

第一日日（6月3日）は金沢本多町の旧金沢一
中校舎跡地に集合昔懐かしい本多の森を眺め新た
に整備された桜章校跡地の石碑をバックに写真を
振るなどして迎えのバスを待つ。参加仝眉29名バ
スに乗り現在の母校「泉丘高校」（吾々は5年生の
2学期に本多町の校舎から現在地の学校へ移転新
校舎で最初に卒業した）前を通り山代温泉へ向か
った。たまたま山武温泉は菖蒲湯祭りにあたりこ

の日は前夜祭とのことで埠泉街は準備などお祭り
気分が溢れていた。

午後6時から総会初めに物故会員の冥福を祈り
黙痔を捧げる。石崎君から近況報告、会計報告、
藤田先生から吾々在校当時の学校を中心とした状
況思い出話をお聞きした。（今年91才になられた
先生は体つき、話ぶりまったく年令・を思わせない
お元気さ、吾々も先生のように元気に頑張ろう）。
その後懇親会に移りまず東京より参加の安田道夫
君の音頭で乾杯、杯を交わし久万ぶりの集いで夜
の更けるのを忘れ、語り合った。
第二日目（6月4日）朝食後菖蒲湯祭りの温泉
を後にし、バスに分乗途中美川町から海岸線を走
り、金石の銭屋五兵衛記念館を見学、館長さんが

故恩師鋼木勢岐先生のご子息でいろいろと説明を
お聞きしました。後、大野港の「大野からくり記
念館」を見学帰路は旧金石往還（かって金沢での
中学校相撲大会が金石の清々園海岸で行われた時
の金石往還を吾々学生は歩いて応援に出かけた）
をバスで走り石川護国神社横の「はくれい会館」
に到着した。この会館で昼食をとり再会を期して
解散した。
出席者一藤田誠一先生ご夫妻、〔関東〕小西金郎、
高木兼二、中村八郎、安田道夫、山口九郎、〔関
西〕金藤雄三、〔北陸〕荒川宏、五十嵐晃、石崎
暗三、上田栄一、岡島弘、仮名田実、河合陽徳、
越村三郎、斉田元広、清水重男、高倉健次（10年
10月24日死去）、谷内正二、永井崇顕、長嶋調、中
村忠重、中村房信、新沢義男、堀口渉、松本武雄、
三田幸一郎、村上平和、八木田喜良、山崎昌、

（堀口記）

21世紀の縫合建築めざして
金剛グループ代表取締役

・要義窪要義
．高圧洗浄汚泥処理
メンテックス㈱

・紆讐誓警販売

・蒜般窒乗物篇理業

．事業廃棄物処理業
クリーナ金剛㈱
タイヤリサイクル
T．R　北　陸

金　岡　久　夫（泉丘12期）
金沢市近岡町834　076－239－4959

金沢市近同町834　076－238－9944

金沢市近岡町834　076－237－0070

金沢市湊3丁目26－1　076－239－4153

金沢市湊3丁目26－1　076－239－4141

金沢市大野町4丁目レ40－163
076－239－3739

tJ
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【－中47期（昭和15年卒業）’98十五桜会総会】
平成10年4月10日～11日

和倉温泉「フローイント和倉」

毎年恒例の十五桜会は桜花欄浬の能登和倉温泉

を訪れた。多忙な国会中であるが、地元だと坂本

三十次夫妻、神戸から木村博夫妻ら21名が「－中

校旗」の前で記念撮影をしたが、今年、来年に喜

寿を迎える顔には、戦前戟後に苦労をして新しい

日本を築いた誇らしげな面影が偲ばれる様であ

る。大蔵幹事から挨拶と現況報告があり、現存者
90名の多くのものが年相応に高齢化した近況の報

告があり、既に病床にある者もノいるので今後は特

に健康管理に留意して来年の再会を約した。続い

て関東・関西の福岡、木村和両幹事から報告があ

）三三…子‾≡‡≡二……l三三≡＿三三三‡二二
り黙藤を捧げた。

祝宴に入り、全員がスピーチをしたが、殆どの

者は現在心身ともに余り変化がないが、今後は健

康が第一であるから健康管理に専念するのみとい

う結論に達した。同期の那谷敏郎著『幼事然々』
が橋本確文堂から発刊され、少年時代の生き生き

とよみがえる古きよき「金沢」が紹介され各自購

入した。午後8時全局起立して一中校歌を声高ら
かに斉唱し閉会した。

出席者（計21名）

飯田久・石橋繚造・大蔵富夫・大森俊夫・大屋信

之・大谷渉・北川伴次・木村和義・木村久吉・木

し　村博夫妻・坂本三十次夫妻・高利国・高西立清・

中島章・中村吉次・縄野茂信・福岡二郎・三須徹

・山口尚三　　　　　　　　　　（大蔵富夫記）

【一中50期（昭和18年卒業）総会】
9月20日、われわれ50回生は箱根強羅温泉の「神

代閣はら荘」に集まって今年度の総会を開いた。

今回は関東グループが当番になっていたので市野

兄が旅館の設営′をはじめとして万端の準備を整え

てくれた。金沢から12名、関西、東海から4名、

関東から13名の稔勢29名が集まった。先ず市野兄

から同期生の最新の消息および経過報告があり、

ついで西坂兄から昨年度の会計報告があった。引

続き青地兄の音頭で乾杯をし、楽しく夜の宴が開

かれた。酒が回るほどに、あちこちで杯の献酬が

行ほれて、それぞれの一年間の消息、一中時代の

思い出、またこれからの人生の送り方等楽しく語

り合って愉快に夜の一時を過ごした。

翌21日は、台風7号の影響を受けて朝から雨に

降られ、時折雨の絶えることもあったが予定の駒

ヶ岳と十回峠ののぼりほ断念した。′代りた「箱根

美術館」を訪ねることにした。

当美術館は岡田茂吉翁が蒐集した縄文土器をは

じめとして、古い常滑、備前、信楽等が展示され

ていたが、中国の青磁、白磁、それに江戸時代の

織部、伊万里等に目を引くものがあった。なお熱

海のMOA美術館も茂吉翁が計画して設立され

たものである。

雨の降りしきる中、我々は草を「ガラスの森」

に走らせた。イタリア風に造られた建物には、14

～5世紀頃から19世紀頃に作られたヴェネツィア

グラスの名品が要領よく展示されて、地味な美し

きを保った容器、置物、装飾品に堪能した。しか

し、多勢の観光客に妨げられて静かに鑑賞出来な

かったことは、心残りであった。

昼食をはさんで「箱根の関所跡」を訪ねたが、

雨は激しくなるばかりで折角の観光ルートも台無

しであった。それでも当時はこの天下の境を通ら

ぬば西も東も行かれぬ状況が分かって興味深かっ

た。

最後の「成川美術館」は山本丘人を主体として

日本画の大家の作品、東山魁夷、平山郁夫等の名

作が飾られていた。ここから眺める富士山は一幅

の絵になるところであるが、今回はとうとう姿を

見ることは出来なかった。

バスは一路箱根の山を下り、小田原駅で来年の

再会を期待して亭々五々に分かれた。来年は関西
で開くことになっている。

出席者　青地龍雄、市野孫之壷、太田重雄、木
田博、大森三郎、奥清明、改田直己、勝田博、茅

野正、河蔦正康、小中伸夫、小柳章、橘喬、／高田

外代次、高井字士郎、中村成幸、西坂弥三郎、新

田史郎、畠一平、藤岡昇、藤本由隆、堀青草、藤
田義雄、松江重隆、松島由次、宮村孝夫、室賀共、

安原一男、浅井敏郎、　　　（9月26日浅井記）
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【－中51期（昭和19年卒業）一桜会】
「健やか同窓会」
日時　平成10年5月18日

場所　辰口温泉「まつさき」

新緑薫る候、辰口温泉「まつさき」にて、金沢
一中51期生の「健やか同窓会」を開催いたしまし

たところ36名の参加がありました。当日受付にお
りました処、懐かしい顔、顔、顔に言い表わすこ

とのできないような感動を覚えました。中でも卒

業以来54年振りに会う人が3人おり「わし誰や判
るかい」と言われ、一瞬戸惑いを覚えましたが、

暫くウ見ているうちに中学時代の面影が思い出され
本当に懐かしく思いま、した。

宮会長の挨拶の後、関東代表の越田鬼の乾杯の
音頭で酒宴に入り、お互い昔のアダナで呼び合

い、’遠慮も気兼ねもいらない雰囲気で、近況や健

康節義に花が咲き、宴鮒になるや、姿は爺さんで
すが心は－中時代のスピリットが横準する元気一

杯の心意気に感動するとともに、元気で同意会に
出席できることの喜びを噛み締めましたJ出席者
一同も同じ気持ちであったかと思います。

翌日朝食後、来年関東地区での再会を約して解
散した。

出席者（36名）順不同
寺中吉造・太田一雄・野田邦夫・藤沢正清・渡辺

良綱・河合栄一郎・宮　太郎・朴木春夫・伊藤栄
一・金森　義・大森三郎・松本　実・越田　保・

中村正夫・越村吉郎・横井　衛・中井泰一郎十膏

岡　清・宮野良雄・木田威敏・水落　出・石田豊
・岸本　孟・松田良三・岩木昭一・末松伸一郎・
飯森又郎・中川忠雄・佐野　豊・井沢郁朗・園部

哲三・竹田徳太郎・中野利男・宮林和彦・室谷与
三松・川原善一

茶製造・卸・小売・茶道具・乾海苔

㊥絹のいづみ慮．ノ
フリーダイヤル　0120－61－1245　株式会社いづみ屋兄弟商店

代表取締役社長泉　　匡　隆（泉丘12期）

金沢市本町　TEL（076）261－1211㈹～2FAX（076）26ト1677

工場　金沢市浅野本町2丁目15－33　TEL（076）252－1313

／関西一泉総会世話人からの手紙
・葛の葉をおもてにかえすしぐれ哉
今年は雨の多い年ですね。幸い6月6日の大阪
は好天に恵まれ、年に一度の関西一泉同窓会が開
かれ、同期の諸兄たちとしばし懐旧の念をいただ
きつつ、元気に僧老の一時を楽しく、語り合えたこ
とを嬉しく思いました。
泉丘高校になって50周年を迎えるという。私ど
も－中54期（12名参加）より先輩の出席がわずか
8名であっちことも気になるが、若い人達の参加
が前年よりかなり少なかっ／たのも心配だ。
不景気のせいだろうか。健康を害しているので
は ろゝカな

あったよ
ごした友

、
つ
、
つ
と

か
に

0

ゝ

こ柚木会長（一中54期）の挨拶にもんな時にこそ共に青春を金沢で過
逢い、胸襟を開いて語り合い、励まし

合って人生の難関を元気に乗り越えてほしいもの
だ。一中54期の仲間ではあの阪神淡路大震災の直
後、参加した16名で気勢をあげたものだ。
ノ来年、金沢で「古希の会」を開くことにした。
その折、5年ごとに出版してきた同期会誌『宋木』
の第7号を発刊の予定だ。震災の時に励ましてく
れた金沢・東京の諸兄へ恩返しのつもりで、その
編集を私が弓／ほ受けることになった。爺■々と呼ば
れる前に書き残したいことを原稿として、送って
下さるよう願います。
・父の日を忘れられおり波戻る
同期諸兄に先日お渡しした名簿を御覧頂いたと
思いますが、物故者がとうとう55名になってしま
った。お互いに健康に留意して「古稀の会」で、
また元気に会おう。
Wサッカーがフランスで始まった。日本が出
場していること自体、昔蹴球を楽しんだ私にとっ
ては夢のようです。－泉会で下手なシャンソンを
歌った気持ちも、わかっていただけると信じます。
神戸で育った私には幼年時代から宝塚∴は身近な
もので、昭和初期に流行った奈良美也子が唄う『モ
ン・＼パリ』は学校唱歌のように親しんだものでし
た。世界恐慌のあの頃に「うるわしの思い出、モ
ン・パリ」とやってたんで、す。一泉会の思い出の
－こまとして当日のスナッフ○写真をお届けします
のでご笑納下さり。
・曲水にみどりの風や玉．洗い
・夏花に酔うたか午後のしじみ蝶

宮崎欽也（一ヰ54期）

株式会社　石川鋼材商会

代表取締役社長　中　山　信　雄（泉丘12期）

〒920－0051金沢市二ロ町91番地

TEL（076）233－3461㈹＼

」ノ

＼

＼J
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【「中55期（昭和23年卒業）金沢一中55会】

卒業50周年記念同窓会

卒業して50周年を迎えた金沢一中55会（松本進

会長）は平成10年5月23日（土）盛大な記念行事

を行った。

先ず23日午後4時から、母校金沢泉丘高校校庭

の厳霜碑前で、物故恩師47名、級友45名の追悼慰

霊祭を石浦神社宮司を斎主に迎え、厳かに行った

後、午後6時半から金沢都ホテルで記念懇親会を

開催し、関東、関西地区からも15名が参加し、54

名の同窓生が参集、50年目に始めて再会する友も

あり、互いに語り合って友情を温め、益々元気で

日々の生活を満喫することを誓い合った。

近藤外志雄氏、下村佳生氏らのリードで校歌、応

）　援歌を暗い大いに意気軒昂、関東代表の石橋雄二

氏の乾杯音頭で始まった盛会を、関西代表の浅井

悦郎氏の音頭による万歳三唱で幕を閉じた。

翌24日、生憎の小雨まじり′の中ではあったが、

15名元気に金沢リンクスで親睦ゴルフコンペを行

い、乙村董氏がニアピン賞をも片手にグロス93で

優勝し、二同2日間にわたる50周年記念行事を満

喫した。　　　　　　　　　　　　　（金井記）

〔出席者〕

浅井悦郎、池田健喜智、石川三郎、円角修、

石橋雄二、大窪外慶、太田忠夫、柿下正雄、

大西章、乙村童、川北篤、川端潔、小西昭、

笠松茂雄、片瀬貴文、金井一郎、上谷親夫、

鏑木麻岐夫、北山雅義、小村隆、真田兵衛、

紺谷晋、近藤外志雄、四十方谷与之、林永、

柴田豊、島厚夫、高田優、西川晃、星孝次、、

金沢・片町の新しい夜の社交場

金劇　パシオン

金沢市片町1－7－23　TEL　261－0835

北陸興業　株式会社　　FAX　261－0836

取締役社長浅　田　恒　ニ（泉丘12姦）

清水源良、下村佳生、鈴木恭仁、副田清夫、

竹中通人、田村裕ノ善男、経田政人、松本進、

中川了－、中橋春雄、中村邦昭、成清暁道、

丹羽清一郎、平松健治、広瀬末治、堀剛彦、

堀利雄、宮崎和夫、宮下三郎、三輪奉－、

向昭富、安療俊夫、湯沢垂直、吉川正美、

山田浩（ゴルフのみ）

【関東金沢一中五五会】

－中55期（昭和23年卒菓）卒菓50周年記念同窓会

激動の半世紀を、綾あって関東の地で過ごし、

この土地に骨を埋める覚悟の金沢一中55由卒業生

一同が、関東金沢一中五五会を東京日本橋水天宮

通りのロイヤルパークホテルで地元金沢から松本

進（五五会長）川北篤（一泉会長）島厚夫（金沢

代表）、関西から浅井悦郎（大阪代表）の出席を得

て11月29日午後6時から盛大に開催した。

開会の挨拶は在京五五回代表丹羽靖一郎氏、松

本進氏、川北篤氏の挨拶があり、関西からの浅井

悦郎氏の乾杯で宴を始めた。途次、西田芳氏、中

村浄一氏ら希望者のスピーチがあり、在学当時の

応援団長の利岡正氏、島厚夫氏のリードで校歌、

応援歌を斉唱し気炎を上げ、最近の母校を紹介す

るビデオを鑑賞し、下地寛辿氏の閉会の辞で会を

終えた。

出席者一松本進、川北篤、浅井悦郎、島厚夫、

加藤正平、河原富士夫、下村佳生、下地寛辿、

清野知士、竹中道人、鶴屋一郎、寺田久義、

利岡正、中村浄一、中島義順、中島隆雄、

丹羽靖一郎、西田芳、早川宏、林永、平松健治、

河村賢一、　　　　　　　　　　　　　以上22名

高級紳士服製造　　　　ノ

新谷産業　株式会社

新∴谷　明　男（泉丘12期）

金沢市広岡1丁目16一一15

TELO76－261－9408　FAXO76－261－9449
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万芸の人、黒田桜の園氏（一中29期）逝く

「親父が軍人だったので、赴任

先の弘前で中学校に入学し、ノ二

年の時、二学期から金沢一中へ

編入したんだ。本当は絵描きに

なりたかったんだ。でも、絵描

きでは食えない、と周りの反対

にあって、東京の歯科の学校に行ったの。大正12

年の大震災のときは東京で、足の下がムズムズと

して、波を打つのを感じたね。そして、地面の裂

け目がスーツと目の前で走っていくんだよ。怖か

ったね。

人間の運不運という

のは、不思議なものだ

ね。まさか、この歳ま

で生きるとは思わなん

だヨ。長生きした分、

運が良かったのかな。

僕は八人兄弟でね。男へ

六人、、女二人の。もう

残っているのは、一番下の弟と僕だけ……。」

こう語った黒田桜の園氏溝95齢の、無邪気なお

顔が懐かしい。テンペラ画、水墨画、水彩画をよ

く描かれ、一泉桜美会展の常連でもあった。歯科

医、画家、俳人、エッセイストで、書跡も捨て難

く、万芸に通じた黒田氏の句や文章は、－つねに酒

脱で色彩豊かで、どこか江戸風の切れのよさを感

じさせた。泉丘高校の校医も勤められた。

平成10年7月4日逝去。

句集 『金沢新唱』より

雛のため灯る明治のシャンデリア

雪を来て初代大樋を手にしたり

西王母深雪の花となりにけり

掘 り初めし蓮田や青藻すきとほり

雪吊りの結ひ洩らしたる枝に雪

永井正三氏（－中38期）と
国事殉難者芳名録
永井正三氏が平成11年2月17

日に亡くなられました。永井氏

を敬愛する方が周囲に沢山いら

言っしゃるだけに本当に惜しまれ
川：てのご逝去でした。同氏のご経

歴を考えると、きっと多くの業

績を残された方だと思いますが、事を一泉同窓会
に絞ってみると、誠に立派な業績を残された方だ

と思います。　　。

即ち、金沢一中・桜草健児国事殉難者芳名録で

す。

53頁の小冊子ですが、その中に盛られている内

容は、ノ余りに多くの事を語りかけて居ます。金沢

一中卒業生の中の384人の国事に殉じられ＿た方の

事跡が載っており、その方々は－中第2期（明治

28年卒）から第52期（昭和20年率）迄の半世紀に

亙って唇ます。

これらの方々が全同窓生に及ぼす波は身内の方

はもちろん更にこれから何代かに及ぶ泉丘期の

方々にも想いのこもる資料でしょう。永井氏が一

体いつごろからこれを纏めようとされたか定かで

はないのですが、百周年記念名簿の編纂が終盤の

頃になってこの資料が進捗して居る事を知り、委

員会では全面的に関心を持ったのでした。しかし

殆どの資料は永井氏が独力で調査されたもので

す。

永井氏は一中・四高を経て東大卒業後毎日新聞

で一貫して編集の仕事をされて居たので、なされ

た資料が実証的で究めて信憑性が高く、その意味

では一泉同窓会にとりこの芳名録は貴重な財産と

言えるでしょう。

そして立ち向かわれた姿勢は穏やかで暖かく友

人知己を大事にされる方で、この資料の出来たの

も宣なる哉です。ただ一つ残念なのは、この外に

筆述されて残って居るもので我々の目に出来るの

が少ない事です。、

機関紙一泉の9号・13号にそれぞれ－篇、一泉

百年史106～107ページには「十銭の値打」が一篇、

終生心を尽しておられた全国強制抑留者協会で今

までに出版された全八巻約3000頁近い中にただ一

篇※そして殆どの人が知らない関東軍立星輝中学

校の名簿会誌に残っているだけです。永井氏は関

東軍から派遣されてたこの中学校の教官で大変親
しまれて居た方だったと聞いております←。、戟争末

期3年ほどで無くなっ、た中学校です。

永井氏は決して多弁ではありませんでしたが、

誠に広い話題を的を得て興味津津に話される能弁

であった事と、読み出すと止められない豊富な事

を書かれた多くのお手紙を頂いた事でした。凄い

読書力と多面な知識の成せるわざでしょう。

心からご冥福をお祈りします。

1999、4、6平石英雄（一中41期）

※この－篇にはS23年10月にシベリアから帰還さ

れ、翌11月に復職されてから暫くの間の事が書か

れセぉり抑留のために徹底的に心身が傷んでしま

い立ち直る為の辛酸が述べられて居ます。

＼J

、ヽ
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平成10年度一泉文庫寄贈・購入本隠

済那賀学制’貞’誠績　折紙相和踊渥鋸潔■堀渥最箭
．熊 襲前払拓撰′※呈豪華W 滞 盈

昭和史見たまま
人間の鑑賞

杉森久英（一中36期）　　　l 相坂一成（泉4期）

北辰の旗
松永弾正上・下

戸部新十郎（－中51期） 戸部新十郎（－中51期）

M ahlerF unction s and 西岡久美子（泉24期） 購入
T ranscen den ce （旧姓中田）

情報科学基礎編 坪野博宣（－中54期） 坪野博宣（一中54期）

富田輝象先生侍（復刻本） 石川願立金津第一中学校初代
校長富田輝象先生記念像建設会

富田俊子（富田先生子孫）

紀行ビザンチン史
紀行モロッコ史
三日月の世界
「魔」の世界
十三世紀の西方見聞録＼
幼事然々

那谷敏郎（－中47期） 郡谷敏郎（一中47期）

＼金沢新唱一黒田桜の園句集 黒田桜の園（－中29期） 購入（古書）

懐石料理の知恵 串岡慶子（泉丘17期） 串岡蜃子（泉丘17期）

礫の記憶 紺谷猛（泉丘4期） 紺谷猛（泉丘4期）

大樋焼 大樋勘兵衛（－中52期） 大樋勘兵衛（一中52期）

時は流れる
随想集追憶

中川政義（一中47期） 中川敏明（泉20期）

川端想堂遺句文集
本田一杉 （一中21期）遺文

川端想堂遺句文集刊行会 本田泰三

白球の歩み一一泉バレーボール史 ー泉バレーボール同窓会 一泉バレーボール同窓会

漢書一全8巻 小竹武夫訳（一中30期） 今井あかね（泉丘16期）

金津市街 氏家栄太郎 八木田武男（一中53期）
温知叢誌乾・坤 八木田武男（－中53期）〈編〉

グッバイ肩こり2冊
整体師になりませんか2冊

越田昭（泉17期） 越田昭（泉17期）

このまちの手ごたえ 山野ゆきよし（泉32期） 山野ゆきよし（泉32期）

美しく生きる 95いしかわ女性大学・深川会 村本喜和子（通信28期）

石川の匠たち「遊逓」〔ビデオ〕
人間国宝一隅谷正峯（一中45期）

北陸メディアセンター 北陸メディアセンター

検察生活を顧みて〔ビデオ〕 土肥孝治（一中58期） 大阪毎 日放送

乗杉嘉等（一中5期）
社会教育早創期における
論文講演選集上・下

乗杉悔〈編〉 乗杉悔

芭蕉全句上・中・下 加藤椒郁（一中30期） 購入

金沢の季譜 青戸泰賢（一中38期） 宮川隆泰（一中54期）

日本の民家－その美しきと構造 大河直窮（一中54期） 宮川隆泰（一中54期）

東海道新幹線（中公新書） 角本良平（一中44期） 宮川隆泰（一中54期）

ベ トナム日記
アメリカの戟争犯罪を追って

芝田進午（－中54期） 宮川隆泰（一中54期）

新・血液型人間学 能見正比古（一中50期） 宮川隆泰（一中54期）

日本の構造物一構造と景観－ 山田善一他（一中54期） 宮川隆泰（一中54期）

独逸経済史概説 柚木重三（一中26期） 宮川隆泰（－中54期）

公共空間のしっらい－金沢－ 小松囁－（一中57、泉丘3期） 小松噴一（一中57、泉丘3期）

しらやまく続随想集〉 加能入社 宮川隆泰（－中54期）

人間の詩うた 細野義夫（一中48期） 細野義夫（－中48期）

女なら二足のわらじ 広岡立美（泉丘22期） 広岡立美（泉丘22期）
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平成11年・
同窓会諸行事経過および予告

4月／3日　一泉同窓会代表要点会

・平成10年度決算報告、

・泉丘創立50周年記念祭協力費決算報
出
口

・次期会長に小倉周一郎氏（泉丘7

期）

を推薦することを決定

4月／15日　一中47期粟津温泉会場：おびし荘

5月／17日　一中51期一桜会総会

5月／29日　一中第54期同窓会総会

会場：グランドホテル松任

・「朱木第7号発行」

6月／5日　関西一泉同窓会総会

会場：パノラマビアレストラン

9月／28日　一中56期、泉丘2期卒業50周年記念

大会、

会場：粟津法師

10月／15日　一泉同窓会総会・懇親会、

会場：ホテル日航金沢

・幹事期18期、副幹事期19、27、37期、

11月／5日　関東一泉同窓会総会、幹事期20期

会場：サンケイ会館

く編集後記〉　　　　　　　　　㌧

平成10年から11年にかけて一泉同窓会にとって大

切な方々が次々に逝去された。　　　′

永井正三氏（一中38期）が－中出身の国事殉難者

の資料を集めでいるということは百周年記念事業

の折、名簿委員会との接点でわかり、以後両者の

協力が続けられ完成した。そのこともあり、当時

名簿委員で、－中の古い時代を調査していた平石

英雄夫氏（一中41期）に原稿をお願いした。なお

有限会社小間井宏尚商店
サロン・ド・コマイ

代表取締役小間井　宏　尚（泉丘12期）

金沢市鴬町10－3

TEL O76－252－5878

ブティック　金沢市尾張町Ⅰ二11－7

TEL　076－231－7692

事務局には殉難者の名簿が残っているので希望の

方には無料でお分けできる。

黒田桜の園氏（一中29期）は俳人としても全国的

に著名な方であった。－中の先輩には文化的に多

才な方が多いがその典型であった。桜の園氏のみ

ならず、人間国宝の西出大三氏（一中39期）や隅

谷正峰氏（一中45期）も桜美会のメン六二であっ

た。桜美会の大きさが、その結成の核になられた

宮沢外与治先生の偉大さがうかがえる。

また国際的に石の彫刻家として名を馳せていた

新妻実氏（一中56・泉丘2期）もニューヨークで

客死された。残念きわまりない。

政治家輩出の「一泉同窓会」は中央で活躍する

政治家を多く生み出してきたが、奥田敏和氏（一

中52期）を失ったことは大きい。泉丘若手から今

後も彼らの優れた技と志を継ぐ人士が必ずや輩出

することを期待してやまない。
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毒　次号の広告は泉丘13期・14期（各期12万　至

‡円）にお願いします。　　　　　；
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『一泉』編集室

正村　 健三（泉丘 4期） 浅香以都子（泉丘10期）

小林　 弘子（泉丘12期）

題字・坂野　 雄一 （一中54期）

手取酒の本流

j承崇
株式会社吉田酒造店

代表取締役吉　田　外志雄（泉丘12期）
〒924－0843　石川郡松任市安書

TEL O76－276－3311

FAX O76－276－3378
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